
２０１０年度第３回学術委員会議事録 

日 時：2011 年 1 月 25 日（火）16：00-18：00 

場 所：日本建築学会北海道支部会議室 

出席者：緑川（委員長）、田沼（代理：武田）、桂、羽山（代理：斉藤）、門谷、坂井、中渡、鈴木

（代理：谷口）、草苅（代理：高井）、南（代理：竹内）、高井、那須、真境名、 

角（支部長） 

書記：中渡 

配布資料： 

3-0）議事次第 

3-1）2010年度第 2回学術委員会議事録（案） 

3-2）2010年 12 月学術推進委員会予定議案会 

3-3-1）構造専門委員会報告 

3-3-2）材料施工専門員会報告 

3-3-3）環境工学専門委員会報告 

3-3-4）建築計画専門委員会報告  

3-3-5）都市計画専門委員会報告 

3-3-6）歴史意匠専門委員会報告 

3-3-7）都市防災専門委員会報告 

3-3-8）北方系住宅専門委員会報告 

3-3-9）冬季の津波避難対策研究委員会報告 

3-3-10）住環境影響の実態把握委員会報告 

3-4）支部研究発表会 2011 実行委員会報告 

3-5）2010 年度道内工業高校巡回講演会 

議事 

１）第２回議事録（案）：了承（一部字句の訂正後）【資料 3-1】。 

２）本部学術推進委員会報告【資料 3-2】 

主な報告事項：2010 年度大会（北陸）概要報告（過去最高の発表件数）、2011 年度竹中育英

会建築研究助成候補募集（3 月末〆切）。 

主な議題：2011 年度大会関係（早大にて 8/23-25、電子投稿〆切 4/3 ほか）、2011 年度開始

特別研究委員会（１件採択）、同若手奨励特別研究委員会テーマ選考結果（3 件採択）、委員

会報告会（3/18 総会にて行われる）。 

３）専門委員会・特定課題研究委員会報告 

＜専門委員会報告＞ 

・構造専門委員会報告【資料 3-3-1】 

 12/21 第２回委員会開催（都市防災と共同）と勉強会（JSCA からも 10 名参加）、 

見学会を予定（6 月頃、函館奉行所）。 

・ 材料施工専門員会報告【資料 3-3-2】 

12/17 第 4 回委員会実施、次回 2/10 第 5 回委員会予定。 

・ 環境工学専門委員会報告【資料 3-3-3】 



3/10 第 5 回環境工学系・卒論発表会 EGGs10 開催予定。 

・ 建築計画専門委員会報告【資料 3-3-4】 

第 3 回（11/24）・第 4 回（12/17-1/24）委員会実施、2-3 月第５回委員会予定、道内

巡回講演会採択 3/9 実施予定、添付ＤＶＤの配布。 

・ 都市計画専門委員会報告【資料 3-3-5】 

釧路市の都市計画をめぐる現状と課題についての意見交換会（2 月上旬）、札幌市の

駅前地下通路事業をめぐるエリアマネジメントの展開についての勉強会（7 月支部研

日程に合わせて調整中）  

・ 歴史意匠専門委員会報告【資料 3-3-6】 

12/18 第 3 回委員会実施、2011 年度建築文化週間実施（10/15）。 

・ 都市防災専門委員会報告【資料 3-3-7】 

1/15 防災ワンデー「釧路防災講演会 2011」300 名参加、 

10 月上旬十勝管内にて建築文化週間事業を実施予定。 

・北方系住宅専門委員会報告【資料 3-3-8】 

12/3 見学会実施、12/14 委員会開催、2/18 委員会開催予定、 

3 月見学会開催予定（下川環境住宅）。 

＜特定課題研究委員会報告＞ 

・ 冬季の津波避難対策研究委員会報告【資料 3-3-9】 

第３回委員会開催（1/14、釧路市生涯学習センター）。 

・ 住環境影響の実態把握委員会報告【資料 3-3-10】 

今年度研究成果を 9 件発表済、3 月に公開委員会（シンポジウム）を開催企画中。 

 

４）支部研究発表会【資料 3-4】 

・ 「（学生）優秀発表表彰制度」を試行し、若手・学生への表彰制度の整備へ。 

・ 支部研の原稿締切り 2011 年 4 月 14 日（木）17：00 

・ 2011 年度会場（札幌市立大）の使用料は発生しない。 

５）道内工業高校巡回講演会【資料 3-5】 

資料のとおり２件に決定した。 

６）日本建築学会北海道支部技術賞の審査【資料なし】 

応募者がないため、応募期間を延長し、2011 年 2 月 28 日 17：00（事務局必着）とする。 

また、応募規定等の見直しを図る必要がある。 

７）次回の予定 

次回第４回学術委員会は 2011 年 3 月 16（水）17：00～19：00 とする。 

８）その他 

   ・次回支部総会：2011 年 5 月 13 日 15：00～水産ビルにおいて実施予定。 

以上 


